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1.は じ めに
現在，子どもの発速についての関心が益々高まり，発
達に問題や遅れのある場合には，より半期に発見し，専
門的なケアを受けることが地えてきた。 0歳代という早
期にそのような指摘をされることも珍しくなくなってき
ている。この場合，一方では，早期から適切な指導をう
けることができるという利点はあるものの，その裏面に
は，早期発見によって母線をはじめとする家族が大きな
不安を持つに至る，という危険性も生じてくる。附:;!fの
早期発見 ・早期治療に内在するこのような一面性を十分
に考慮した上で，私達は乳幼児期からのケアに取り組む
必要あるだろう。
ところで¥!ontessori教育は.20世紀のはじめにイタ
リアの女医MariaMontessori (1870 -1952)によっ
て開発された教育法である。筆者らはこの教育を用いる
ことによって，発述附詐児とその家族に行効な療f守が1可
能であると考え，早期!被向.の中でそれを実践している。
本論文では.:v1ontessoriの考え方を1基本にしつつ，事
者らの見解を組み込みながら臨床実践を行っている親子
同時セラピーについて，その基本的安勢，効用.そして
限界や今後の問題点について考察する。
1. Montessori教育論の流れと筆者らの見解
ここでは 1.Montessori教育論. 2. :v1onlessori 
教育の障害児君主fiへの適用とその経緯， 3. Monlessori 
が用いた早期療育について.事者らの意見を述べる。
1. Montessori教育論
Montessori理論を紹介するにあたって，彼女が彩響
をうけた考え方を簡Jl~にみていきたい。
まず，子どもの見方についていえば，当時，大きく 3
つの考え方があった。第 iは前成説であり，第2は環境
論であり，第3はロマン主義自然説である。
第 lの前成説は，子どもは小さな大人である，とする
考えかたである。この考えが主流を占めていた時代には，
子どもは歩いたり話したりできるようになると，大人と
同じように仕tjJにむかうことが当然とされてきた。この
ころは精子の中にすでに完全な微小人がいると考えられ
ており，ただ見えていないにすぎはいと思われていたの
である。このJfえかたはB.C守5世紀-14世紀ごろまで
のヨーロッパで支配的な見方であった。しかし16世紀に
はいって，宗教上の指導者や哲学省により，チどもの特
性が強調されはじめたこと， 18世紀には発生学において
胎児は-i!I!の段階をたどって発達する事実が明らかにさ
れたことによってfIIj成説は否定されはじめた。
第2の環焼説は，チどもは白紙の状態で生まれ.教育
やしつけによって大人になるとする考えかたである。こ
の理論の中心的な提唱者である JohnLocke (1632-
1704)。 は fこどもは生まれっき善良でも邪悪でもなく
白紙の状態であり，出生後の学問と経験により人格が作
り上げられていく，と主張している。彼の身え方のひと
つに賞と割による学習がある。人・人はチどもの行動をど
のように強化していくかについて卜分注怠ぞ払う必要が
あるという考え方であり，道理にかなった行動のみを褒
め.はずれたことを褒めるべきではないとしている。し
かし T 褒める時に物を勺えることや. :filする時に体罰を
勺えることは否定している。最もよい'且・は，言葉や態度
によって褒め，最もよい罰は閉じく這策や態度によって
王否認することだとしている。彼のJ'・えJjは，その後，学
習理論家たちによって継承され現。:に至っている。
第3のロマン主義自然説lま，チどもは大人とは異なる
という点では環境説と同じである。しかし. fどもは白
紙でなく子ども円身の感情や思Jfーがある，とする考え方
である。これは JeanJacques Rousseau (1712-
178)1 によって唱えられた。 子どもを，大人の賞罰に
よって在イiされる人間に教育することが重要なのではな
、 ，
?
?， ， 、
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く，自分自身で判断できる人間に教育するのが重要であ
るとしている。彼は， “発達は内的な生物学的時間表に
沿って進む"と考え. “私達のすべきζとは，子どもの
発達段階にふさわしいものを教えていくことだ"とその
名著“ Emile"のなかでのべている。
これら3つの考え方のうち MariaMontessoriが最
も影響をうけたのは， Rousseauの思想、であった。彼女
はRousseauの考え方を踏襲した上で，実際に子ども
の教育に携わったのである。この点が他の理論的な教育
者から彼女を際立たせる大きな特色といえる。 “私は，
モンテ ッソーリ教育と呼ばれているものを発明したので
はありません。私は子どもを研究し，子どもが私に与え
てくれたものを受けとり，それを表現したのです。"幻
と彼女自身が述べていることからも，彼女がいかに実践
を重んじたかその姿勢がよくうかがえる。
発達段階についても，彼女は子どもを観察することを
通して，子どもがある一定の期間，ある特定の対象に特
~IJな興味をむけることを発見している。これを彼女は敏
感期 (Diesensiblen Perioden) 3)とよび，これを子ど
もの発達段階の重要な特徴として位置づけた。彼女の示
した発達段階を表lに示す。
Rousseauは， “教育とは，その発達段階にふさわ
しいものを示していくことだ。"とし，そのふさわしい
ものは自然のなかに求めることができると考えていた。
つまり，子どもたちを教室の人工的な抑制から解放して，
直接手で触れ体験することのできる世界におくことが望
ましいとした。このような Rousseauの考えに対して，
Montessoriは，むしろ，子どもの発達段階(敏感期)
にふさわしい環境を用意すべきであり，そうすることが
可能であると信じていた。そして子どもにふさわしい整
えられた環境 (Dievorbereitete Umgebung)を用意
することが教師の役目であると考えていた。りつまり，
教師の役目は，子どもに興味が自発的に現れるのを待ち，
それが現れれば，その興味をさらに深める機会を与える
こと，と考えていたのである。
では，この整えられた環境 (Di巴 vorbereiteteUm-
gebung)とは具体的にどのようなものであり， その条
件とはどのようなものなのであろうか。 Montessori
はその条件を2つあげている。ひとつは MontessorI自
身が開発した教具であり， もうひとつは消極的な教師の
存在である。
① Montessori教具
Montessori教具とは，後に簡単にふれるが ltard
とSeguinの開発した感覚教異がもとになっている。
Montessoriは，イタリアのサン ・ローレンツの子ども
(2) 
を観察しながら感覚教具の改良に努めた。また，子ども
の身辺自立を助けるための教具(日常生活の練習， Dle 
Ubung des praktisch Lebens)を開発したり，数学
や言語，文化などについての教具を開発し現在に至って
いる。ここでそのひとつひとつを詳細に述べることはで
きないが.その 1例として 「円柱さしJという教具をと
りあげて，その特徴を説明しておこう。
「円柱さし」は図に示すように円柱をいれるための穴
を持つ長い木製プロックが4種類ある。課題は，子ども
がつまみのついた10個の円柱を各々適した大きさの穴に
入れることである。第1の円柱は，円柱の直径が同率で
縮少するが.高さはすべて同じものである。第2の円柱
は，円柱の直径が同率で縮少し，高さも同率で織少する
ものである。第3の円柱は，円柱の直径が同じで，高さ
が同率で縮少する。そして第4の円柱は，直径は同率で
縮少し，高さは同率で拡大するものである。この円柱を
出したり入れたりすることによって，子どもたちに目と
手の協応が生じ，その活動を通じて，第 1の円住からは
太いー細いの続念，第2の円柱からは大きい一小さいの
概念，第3の円柱からは長いー短いの概念，第4の円柱
からは太く短い一長く細い概念、を学び取ることが可能と
なる。また，ほとんどの教具は間違いを大人から指摘さ
れることなく，自分で発見できるように工夫されている
(Pehler Kontrolle)。例えば，円柱さしでは間違った
ところに円柱を入れると，残りの円往は穴が残っている
が入らないというように。
しかし，ここで強調されていることは， これらの教具
を通して大きい一小さいの概念を学ぶことそのものが，
この課題の目的ではない， ということである。ここで教
具はあくまでも手段として用いられているのであり，子
どもの敏感期をより深く経験させるための手段にすぎな
い，ということを Montessoriは強調しているのであ
る。
Montessori教育が教具と同一視され，その目的が認
知発達の促進である，というとらえかたもある。しかし，
このような解釈は彼女の言明からして強く否定されなけ
ればならない。子どもが先程例にあげた教具で遊びたが
る(活動したがる)のは，その子どもがその概念に特別
の興味をよせている敏感期にあるからであり.教具を何
度も繰り返し級うことによって敏感期の経験が深められ
ること自体が大切なのである(注意力の集中， Die Pol 
arisation der Aufmerksam Kait)。このことに関し
てMontessori比 “私は集中力を可能にする教具を
練し始め，集中力を一層促進させる最もふさわしい外的
条件 (環境)について考えた。このようにして私の教育
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表 1.モンテッソーリの敏感期
創造期 (0-6才) Th，教師が用意できる環境
a 0-3才 (大人は，子どもに直接的影響を及ぼし得な
歩くこと，話すこと，秩序感に対する感覚印象から無
意識に吸収する。
①動き，歩くこと
たおれでも，たおれでも，立ち上り歩こうとする。 広い空間
② 秩序感
きまったものがきまった場所にあること，決まった時 閉じ場所に同じ物をおく，だいたい
聞に閉じことをすることに対して非常に敏感になる。 の日常リズムを整える
③話すこと
環境が与える音，語，文法に敏感となる。 大人の会話を聞く機会を与える
ゆっくり，はっき りし た~i5 しかけ
④ 物の細部に関心をよせる
b 3才-6才(特定な方法で人から影響をうける)
最初の抽象的カテゴリ ー，微細運動，言語の分化，社会的共
感関係に対して敏感になる。
① 微細運動がさかんになる Montessori教具(日常生活の練
習，感覚教具〕
②言語
言語がさらに発達し，正確に言おうとする。 • Montessori教具(言語)
-お話をきかせる
-役害IJあそび
-書くこと，読むことをはじめる
③ 感覚
色，音，形，感解に深い興味をよせる。 Montessori教具 (感覚)
H 成長期 (6-12才)
共同の社会的関係，モラルの評価，様々な自然現象に対し
て，敏感になる。
① 正しいことと，間違ったことの決定に対して敏感にな
る。 子どもたちだけのグループ
② グループの中で自分の主張を通そうとする。 社会
③ 道理，分別に対して敏感になる (自分たちできま りを作る)
ばらばらな事実を考えるので
なく論!!f[的全体を考える
E 思春期(12-18才)
子どもたちだけの寄宿舎 (すべて
正義，人聞の品位.社会化の過程，学問的知識，政治的責任 子どもたちだけで生産する)
に対して敏感となる。
この時期は， 人生で最もいきいきした時期，そして危険な
時期である
(3) 
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(J二段Block1， 下段Block2) 
(上段Block3，下段BIock4) 
図 1.モンテッソーリ教只の一例(円柱さし)
(4) 
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法を造りだした"‘と述べている。
ところで，前述したように Monlessoriは教具を厳初
からすべて考え出したのではなく，ふたりの感覚教育者
から影響をうけている。それは JeanMarc Gaspard 
)tard (1774 -1838)とEdouardSeguin (1812-1880) 
である。彼らが活縦していた当時，発達遅滞児は教育不
能 (incurable，unheilbare K rankheit)と考えられ
ていた。 ltardは，アヴアロンの野性児の教育者として
有名であるように，遅滞児も感覚経験を通して教育をす
ることが可能であると考え，その方法として微々な教具
を考えた。それをSeguinが受け継ぎ発展させたのであ
る。そしてMontessoriはSeguinの用いた教具を2基礎
として，様々な教具を考察していった。このように
Montessoriの教具は遅滞児の研究に源がある，ととら
えることができる。
②消極的教師
さて，整えられた環境のもうひとつの条件として消栂
的教師があげられているJ》ζこで教師に求められるこ
とは，まず，子どもを観察すること，とされている。子
どもが何に興味をもっているかを知ることが第1の仕事
である。そして，その興味にあったもの準備することが
次の仕 Jt~となる。子どもたちが他人を煩わせたり得した
りする行為をする時はもちろん子どもをおさえなければ
ならない。しかし，有主主な子どもの自己表現は，まずじっ
くりと観察されるべきで，それを抑圧したり，大人がわ
がままな要求をすることを避けねばならない，というわ
けである。
以上に， Montessori教具と消極的教師という獲えら
れた環境があってはじめて，子どもは自分の興味を発達
させる機会が与えられる，という基本的な考えかたにつ
いて述べてきた。これらを通じて特に強調されるべきは，
Montessoriが子どもとE苦境の関係を巌重視していたと
いうことである。もちろん彼女は， クラス編成において，
3歳 4歳， 5歳の縦書IJり教育を行っており，子ども同
士が相互に観察しあう点も見落としていない。 しかし，
彼友が肢も重視した点は，ひと りひとりの子どもがそれ
ぞれの興味で選んだ教具によって繰り返し活動を行い.
そのことを通じて自らの人格を形成していく過程(iF.常
化， Normalization)にあったのである。
さて，イタリア人で初の女医となった彼女が医学から
次第に教育.学へと興味を移していったのは，彼女と精神
発達遅滞児の出会いからであった。 1897年， ローマ大学
の精神科クリニックで研究を続けているとき，精神障富
者の保護施設にいく機会をもった。そこでの 「知恵返れ
のチどもたち」が今日何と診断されるかは明らかではな
(5) 
い。しかし，室内に囚人のように閉じ込められ.食べ物
だけを与えられる子どもたちをみて， Montessori は
子どもたちは食べ物に飢えているのではなく，経験に飢
えていると直観した。彼女はその時“発遥遅滞は医学的
というよりむしろ教育の問題をおもに投げ働けている。
， .)と感じたのであった。このような彼女の関心が彼友
の教育学を生み出す契機となった。そして発述遅滞児の
.E.r;I境を改善することによって，すばらしい成果の御られ
ることを実証したのであった。
やがて彼交はこの方法を障害児教育から将.iiJi児教育に
適用し，成功を治めていくのである。今や， Montesso 
n教育は普通児のための教育のひとつとして.世界に
知れわたっている。そして.彼女はその後二度と発注巡
滞の教育に目をむけることはなかった。その埋由として
彼友が明確に述べている資料はないが，事者らは彼kの
後半の人生の送りかたにその一要閃をみるのである。彼
女は40践になると、自分の方法を世界へ広めるための協
会活動に専念していく。そして.研究のために棒げてき
た時間の大半を協会活動に用いるようになった。 この“
Montessori 原則からはずれないように広める{上T~" は，
やがては“ Montessori博上が個人的に長成した人でな
い限り Montessori教師と呼ばない"という保守的な)5'
え方につながっていった。このようにして彼友の人生の
後下が，彼女の教育法を正しく広めるために使われ，さ
らなる改善や研究がほとんどなされなかったことは，あ
るj滋味では残念なことと思われる。
このことに関してTheoderHellbruggeは，第18回
Montessori国際会議 (18.lnternationalen Mon-
tessori Kongress，νlunchen， 4-8. Juni 1977)にお
いて次のように述べているJ “:'vlontessoriの精神発
達遅滞児への療育が，普通児の人絡をも発達させるとい
う考えは. 1907年 <<Casadei bambini>>に子どもの家
で実現された。彼女は精神発達遅滞児の学校をやめ，普
通児に対して彼女の方法を用いた。これによって.発逮
A遅滞児を対象とした Montessori教育がl立界中に普及
することが妨げられたのである"と。
2. Montessori教育の障害児療育への適用とその経過
Montessori教育は，前述したようにやfJめは附洋児
のために考えだされたものであった。しかし，それは普
i鹿児に適用され， それ以後 Mont巴sson自身が降芹児
に対してその方法を適用することはなかった。そのよう
な療育の歴史のなかで.Montessori療育法を再び降下?
児に用いたのは.Munchen大学小児医学教授の Theod
or Hellbruggeである。しかも彼は.Montessoriとは
異なった視点をもって，彼女の方法を取り入れたのであっ
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た。つまり.Montessori教育の中で最大のポイントは
子どもと環境の関係であったのに対し， Hellbruggeは，
子どもとチどもの関係を最重要視η したのである。以下
にその背畏について簡単に触れておこう。
もともと彼が研究対象としてとりあげていたのは，施
設児(養育者がいないか，あるいは，養育者に養育能力
がないため施設に収容されている子どもたち)であった。
彼は施設児の問題として， 乳児死亡の高さと，彼らの発
達の問題に注目した (DeprivationSyndrome)。彼
は生後1年間の発達の査定に，這う，歩く ，座る，把握，
認知，言語，言語理解，社会性の8領域を取り上げ，発
達診断を行った(ミュンへン機能的発達診断法)。彼の
研究によると，施設児は社会性の発達，言語発達が深刻
に障害されていたJ》生後10-12ヵ月の10人の乳児(施
設児)を継続的に検査した結果，彼らは組大運動G這う，
歩く，座る)で2-3ヵ月，把握で2Y:!-4月，言語で
6ヵ月，言語理解で4y:!ヵ月.社会性で6ヵ月の遅れを
示した。その上，これらの発達遅滞は2歳，3歳と年齢
を重ねるにつれてさらに際立ってくるのであった。彼は.
これら8領滋のうち社会的態度の障害を重視し，その問
題を2つの子どものタイプに示している。
① 妓も多いのは対人的距離を鼠けない子どもたちで
あり，知らない人にも誰かれの区別なく近寄り，その人
にぶら下がったり，相き上げてもらいたがる。
② 逆に，対人的距離を置く子どもたちであり，不安・
内気 ・引っ込み恩集を示し.このうち一部の子どもは自
閉的である。彼らは，他の子をちらりと見ながら自分一
人で遊ぶ。
彼は，このような施設児はもちろん，重複障害児も統
合教育を受け，社会的な刺激を受けることが大切である
と考えていた。そのような時に彼が出会ったのがMon-
tesson教育であった。彼がMontessori教育の中に認
めたポイントは，それぞれの子どもが教具で活動し，そ
れをお互いが観察し教えたり教えられたりすることの重
要性であった。つまり，そのことが社会性の発達に適し
たものであると巧ーえたのである。
この発見によって彼は，彼の研究所“ミュンへン小児
センター"に Montessori教育を導入した。そこでの
統合教育によって，彼があらたに発見したことは，障害
児が健常児に刺激を受けて発達していくだけでなく，健
常児は障害児を助けていくなかで，より良い社会性を身
につけていく.ということであった。
彼は， Montessori教育の目標と方法に関する著書
の中で，それらを次ぎのようにコンパクトにまとめて示
しているJ〉まず， Montessori教育の目標について以
(6 ) 
下の3点あげている。
① 言語と認知の治療
② 自立を助けるための社会性発達障害の治療
③ 健常児も含めた社会の中での隊害児の社会的統合
また Montessoriの治療教育の段階として次の段
階を本げている。
① 個人セラピー
② 小集団セラピー
③ 幼稚園での統合教育
④ 学校での統合教育
以下に，この治療段階について彼の著舎を引用してお
こう。η
① 個人セラピー
ここではセラピスト(Montessori-Heilpadagogin) 
は親と共同で仕事を進める。特に母親を通してである。
子供の要求に応じて， 古典的な Montessori教具は応
用されて行く。このようにして子供との臨床から重復障
害児や様々な障害児に対する Montessori教具がさら
に開発され，その流れは現在も続いている。 (Adaptiv
Materia!)ν 
② 小集団セラピー
ここではセラピストは2-3人の障害児を集め.初め
は両親と一緒に，その後段々と両親と分離して療育を行
う。この目的は，チどもの自立を高め，他の子どもと交
流する力を狩.てることにある。*2 
③ 幼稚闘での統合教育
社会性教育において子どもが自立性と他児と交流する
能力の最低限度に達すれば，子どもは幼稚園で健常児と
一緒に教育を受ける。ミュンへンでは，幼稚園の一つの
グループは25人である。その中に障害の程度によって5
-8人の障害児が含まれている。これらの子どもの障害
は，綴々な障害になる嫌に配慮されている。(視覚障害・
聴覚降宮 ・精神発達遅滞 ・身体障害 ・行動異常など)
④ 学校での統合教育
Montessori治療教育においては，幼稚園と閉じ原理
が学校での統合教育の場合でも適用される。そして時々
は.学習障害児と精神発達遅滞児の為の特殊学校とも述
燐をとっている。モデル学校で lクラスは20-25人であ
り，そのうち5-7人は重鎮あるいは峨々な障害児であ
る。
3. Montessori教育を用いた早期療育
以ヒに. Montessoriが.子どもを教育していくには
準えられた環境を重視していたこと，Th. Hellbrugge 
は， Montessori法を用いて教育することでチども同上
が教えたり教えられたりすること，それが社会的刺激と
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図2.発達遅滞児用に改良された円柱さし
なり子どもの社会性の発達を促進し，降苫児と健常児の をめざす療育が可能であると考える。以下にその特徴を
統合教育が可能になる点を強調したことについて述べて 2点に分けて述べる。
きた。 ① 規子同時セラピー
Montessoriから Hellbruggeへと受け継がれた療 現在まで親子関係の成立の第 l要件は愛着(Attach-
育の流れに沿いながら，案者らは新たな視点から陣苫児 ment)の形成であると言われてきた。 この概念、は.
の早期療育を考・えている。それは，陣包!厄において親子 Bowlby， J.によって1958年に挺日目されている。吋綾子
関係の形成に焦点をあてるという立場である。現在の乳 関係に問題をもつことの多い情緒陣宵児に対して，現復
幼児精神医学の動向においても，子どものみの問題点あ では愛着の成立を目的とした心理療法が用いられている。
るいは親の問題点を各々単独に取り上げてA考えるのでは 一般に心開療法では親子並行面僚が行われる場合が多い。
なく，それらの相r.作用に視点をあてて治療をしていく セラピストは子どもとの聞に愛務を形成する目的でセラ
m要性が強調されてきている 09}筆省らは Montcssori ピーを行う。また親に対しては， 5)1のセラピストが鋭自
法を用いることによって， “手どもの臼発性をのばすこ 身の心を受け入れながらカウンセリングを行い，その結
と"と・・親が子どもの自我の発達を促すような働きかけ" 果として，続子間の愛着が成立していくことを援助する。
* Ie同jえば先程例にあげた円柱さしについて，センター
では写真のような円t!:lO伺のものから円柱4伺に減らし
たものへと工夫され用いられていた。
* '筆者(杉田)がヌ~~汗した際，セラピス卜は怠附的に
ひとつのグループを微々な障害の子どもで編成していた。
それによって子どもたちは，よりお互いに助けあい易く
なるのである。例えば，あるDown症の女の子は下肢
麻俸のこどもがおやつを食べるためテーブルにゆったり
はってきている聞に，その子のためのランチマ γ トやコッ
プを出していたり，下肢麻f専の子どもは Down痕の男
の子に教具のやりかたを提示したりしていた。
(7) 
しかしチどもが知的側面で発達的な問題をもってい
る場合には，情緒障害児とは途った怠味で親子の愛着関
係が形成されにくい。その第 lは，健常・児が示すような
はっきりとした愛着を子ともが親に対して示せない場合
である。第2は，子どもが発達的に問組をもっていると
いうことによって，親が子どもに対して愛着をもてずに
いる場合である。第3は親が， fどもの発達的問題を克
服させることに主な関心をもち，子どもを訓練させたり，
課題を与え続けるなどして， 子どもの情緒を受け止める
余裕のない場合である。このような場合，治療では次の
点が重要となってくる。まず第 lの場合においては.子
どもの(f己表現や子どもの状態についてセラピス卜と親
が一緒にとらえていくこと。第2の場合，子どもがどの
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ような力や問題をもっているのかを客観的にとらえなお
すこと。 第3の場合，カウンセリングによって親が子
どもへのかかわりかたを理解できても，実際にどのよう
にかかわったらいいのかわからない場合が多い。そこで
実際のかかわりかたを示していく必要がある。
これらの治療の重要点を満たすために.Montessori 
セラピーでは，殺はセラピ一局面を観察するか，時には
参加する形で行う(親子同時セラピー)。そこでは両親，
チども， セラピストが同じ場面を経験することが重要と
なる。セラピストは子どもと親のやりとりから，親のか
かわりかたと子どもの反応を観察する。また親も，子ど
(症例について〉
1.症例・男児(以下Yとする). 来所時2歳 5カ月，
Down症
2.発達独歩1I滋8ヵ月.新版K式発達検査結果DQ
78 (来月r時点)
3.家族構成ー父45歳(以下Faとする).母35歳(以
下 Moとする)，兄(小学校l年)
4.主訴.知的にどこまでのばせるかどうか
以下セラピストをThとする。
5.療育経過
もとセラピストのやりとりからセラピストのかかわりか 第 1回
たと子どもの反応を観察する。そして両者のかかわりか (Y. Fa. Mo.兄の4人で来室) x年1月27日
たのずれについて，親とセラピストの聞で話し合いがな
される。
② 親カウンセリングによる貌の洞察
①で述べたように.Montessoriセラピーでは，協合
によっては父親や母親もセラピーにはいってもらう。こ
こで重要なことは，ーセラピストは親にセラピー場面で向
由に子どもとかかわってもらい，決して“~のようにし
てください"と指示を与えないことである。親は子ども
とやりとりするうちに，親自らがその行動の特徴に気付
いていくことが重要なポンイン卜になるのである。なぜ
なら，セラピストに指摘されて気付く場合よりも.親が
自らの体験を通して気付く場合のほうが綬自身の白夜関
与は高く，洞察も深まると考えられるからである。これ
は子どものみならず.親に対しでも“間違いを人から指
摘されるのではなく，自ら気付く"という Montessori
教育の原理を応用していることになる。
ところで.J .Anthony は，母子ない lし乳幼児 ・養育
者関係に3組の精神病理が含まれていることを指摘して
いるJ》第 lは生まれっき正常に見える乳幼児に対する
極々の障害とハンデキャップをもった親の複雑な影響で
あり，第2は正常なようにみえる父母たちに対する，陣
容されていた，あるいはハンディキャップをもった乳幼
児たちの複雑な影響であり.第3は，父母および乳幼児
双方から引き起こされる障害の相互作用である。
Montessoriセラピーの場合，父母の側に重度の精神
障害がある場合，セラピーの中で自らの行動の洞察を得
ていくことは難しいと思われることから. Anthonyの
いう第2.第3のケースが適用対象と考えられる。
1 症例
以上のような考えに基づいて，筆者ーらが実践している
早期僚育の実践例を次に示す。
(8) 
入室するとうろうろしているが.MoとFaに促され
て，椅子に座る。 Thが“おもちゃ見にいこう"と誘い，
手をひくとたちあがり，棚から水移し(同じ 2つのコッ
プのうち 1つに色水が入っているもの)をとろうとする。
そこでそれを机までThと共に運ぶ。コyプからコップ
に水を移すが，こぼすと急に泣く。 Faがすぐにタオル
をとってきてふく。
泣き止むのを待って.Thは再びYの手をひき ，棚へ
行く。今度は円柱さし(前述)をとろうとするので，共
に運ぶ。 Thが円柱をlつ取り出すと.Yも次々に円柱
を取り出す。そしてまたはめていく。そのうち円柱を l
つ落としてしまう。すると再び激しく泣き出す。しばし
ばMoの顔をみて.Moと自が合うと.泣き出す。
そばで声をだして本を読んでいた兄にたいして“ Y
のじゃまになるから静かにして， ..と FabMoも叱る。
〔両親との話し合い〕 セラピーの後.Moは他機関に
ついての怠見を述べる。 A機関ではたくさん教具をみ
たが.Yはやらせてもらえなかったこと.B機関では教
具をMoが作らねばならず，負担だったこと。
Thはそれぞれの機関はそれぞれ考えがあってやって
いると恩うので，疑問や不満を思い切っていわれたほう
がよいのではないか，少なくともここではいってほしい
とフィードパックする。またここでは原則としてYの選
んだ教具で活動していくことになる，と説明する。
また相談禁には“知的にどこまでのばせるか"が相談
したい旨記入される。
第2回
(Y. Fa .Moの3人で来室) x年2月3臼
ひとりで部屋にはいって来ていすに座っている。 Th
はFa.Moにも両脇にすわっても らうように指示し.Y
と棚を見に行く。型はめ(10この正方形の金属版に嫌々
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な形が一つずつくりぬかれていて，それにあう形をはめ
れるようになったもの)をとろうとするので，共に運ぶ
(10こあるうち形の違いのはっきりしている 5こをYが
選ぶ)。すべての形を取り出し， 正確にはめていく。 Th
が“ t手だね"とほめると， FaがれYは型はめは全部
出来ます。"と言う。
円柱さしをもってきて，円柱を全部だし，間違ってい
れた円柱もあるので余った円柱がはいらず，自分でだし
たりいれたり訂汗ー しながら全音sいれる。自分で概にかた
ずける。
スポイドの水移し(スポイドでコップlこ水を移すもの〕
をもってくる。スポイドを使わずに水を移している。
Moが一度スポイドで/1<を移してみせる。それによって
スポイドに興味を持ち，スポイドで水を騒き回す。fJ}び
スポイドなしで，水を移し，たくさんこぼし，手でノマチャ
パチャ遊び出す。 Faは“あーまた始まった。"と百う。
Thは， Yの手をひいて，タオルをとってきて，Yの手に
タオルをもたせて一緒に拭く 。拭くと落ち着 き，再び~7/<
を移す。
次にロートの水移し(ロートを使ってびんからびんに
水がはいると“入った"とか“できた"と昌う。
第3回
発達テストを実施 X年2月101:1
??
?
ていたが，とりかえようとはしなし、。 Mo"これおかし
いね。ちょっとちがうね。 Fa“なんかきっちりはいっ
てないぞ"といってYにやり直させる。
豆移し(スプーンで鉢から鉢に豆を移すもの)をもっ
てきて， 1:1-1こ豆を移す。途中からスプーンを使わずに，
鉢から鉢に豆を移し始める。これを何度も何度も繰り返
す。 Faは"もう終わりにしょうか"と Yの活動をや
めさせる。
3種類の円柱さし(高さ，ふ;さ，長さの異なる30この
円性)をとりだし，間違いながらも最終的にはひとりで
上予にはめていく。
〔両親との話し合い)Thのほうから“型はめを訂正
したり，豆移しをやめさせたりされたのはなぜでしょうつ
なぜそのようにされたか考えてみましょう"と間L、かけ
た。 Faは“家でできることが，ここでできないとつい
いらいらしたり，ここで新しいことが出来るようになっ
てほしいので， yの活動をとめた。 “と答えた。これ
に対し Thは“ Yが繰り返し活動している時の満足そう
な表情をみて Thはうれしかった。"と Thの気持ちを
述べた。そしてセラピーは Y自身がリラックスして活
動できる場であることをFaと再度催認しあう。
第5回
X年3月31I:l 
〔両親との話し合い)Moが家での様子を話す。コ y 発泡スチロール移し(おたまで洗面器に細かい発泡ス
フ。の水を何度も繰り返し移しかえる。 fl分のしたいこと チロールを移すもの)をとり k手に移す。残り少なくな
が，向分でできる範聞は向分で出来るよつになる。例え ると洗面器ごと持ち tげ移す。これを4-5回繰り返す。
ば，パズルなど臼分で棚からおろしてひとりでやってい 殆どこぼ主ずに移す。このあとおたまを使わず洗面器ご
る。ところがむちゃくちゃになってくると怒って 1¥10 と左から省へ，ふ・から左へ繰り返し移す。これを20回ぐ
をよびにくる。 らい繰り返す。その際， Thが“ジャー"と言うと Yも
次第に“ダー"と言いながら移す。そして自らやめる。
第4回 Yは棚の方へ歩いていき別のものを持ってくる。 Faが，
X年2月24日 発泡スチロール移しを渡し aこれを片付けよう。"とい
ニコニコして入ってきて，椅子にすわる。 Thが誘う う。 Yはそれを棚の方へ片付ける。
とさっと崎千からおりて棚の方へ行く。いろいろみたあ 部尾を歩き回り大きな地球儀をまわして喜ぶ。“Th
と，型はめを見てThを振り返る。 Thが“これ?"と尋 が“まる"と言うと， Yも“まる"と言う。そのあと
ねるとうなずく。 5この型はめを，共に運ぶ。途中で手 部尾を歩きまわり，床にうめこまれている丸い鉄をみつ
を離し，ひとりで行きかけるので Thが呼びとめると， け，“まる"と言いながら，喜んで触っている。
また米て一緒に運ぶ。Thは更に 5このかたはめを机に 〔両親との話し合L、〕兄と喧嘩をすると，すねたり，
運ぶ。Yは10この形を取り出し，また入れ始める。 Y (I[いたふりをする。1¥10が近付くとニコッと笑うように
から少し離れたところにあてはまる金属仮があるとみつ なった。家の中で本をじっと見ていたり，パズ、ルに長く
けられない。 Thが， Yが形をすでにはめた金属板を脇 取り組んでいることがある。
へのけ，まだはめていない金属板を中央へやるこによっ
てうまくはめてL、く。桁円形と卵型の形を反対にはめる。 第6回
どちらもきっちりとはまらないので，1¥1はしばらく触っ (Y， Fa， Mo，兄で来所) x年4月7日
(9 ) 
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スポイドの水移しを持ってきて，スポイドを使わずコッ
プからコップへ水を移す。 30回ぐらい繰り返す。だんだ
ん早く上手に移す。移しかえるとニッコリわらい表情も
いL、。
型はめboxをもって様々な形を入れていく。円柱に
対して“まーる"と言う。兄が紙で飛行機を折って“ブー
ン"と言いながらとはすと， Yも拾いに行き， “ブー ン"
と言いながらとばす。
〔両親と話し合い)1週間前から保育園に通う。Mo
が離れるとしばらく遊ぶが，ハッとした表情でさがし泣
くこともある。家でオームがえしでいろいろな言葉がで
てきた。
〈考察〉
親子同時面接の意味について，ここでは実例を通して，
その意味について考察してしぺ。筆者らのセラピーの目
的は，前述したように
① 子どもの自発性をのばすこと
② 子どもの自我発達を促すような親の働きかけを援
助すること
の2点である。以下の考察では，まず，子どもに対して
実際にどのような方針をたてて事例を取り扱ったかにつ
いてセラピーを追いながら検討したい。続いて， Thと
親の聞の話し合いにおいて，親自身が無意識に行ってい
る子どもへの不適切なかかわりを親自身がどのように洞
察するに至ったかについて述べたい。
1. Yとのセラピーの経過
Thは，第 l回目Yにたいして， “知的な力"は感じ
るものの，何か余裕のなさを感じる。それは活動が息詰
まった場面に特に明確になり， Yはこのような場面で
きまって，激しく泣き始めるのであった。そして，泣き
始めるとその後はなにもせず，泣きっぱなしになってし
まう。そこでThはYに対して次のような2つの方針を
もって接していった。
①活動中に失敗した時は，それを処理する方法を示
していくこと
② Yが興味を示したものについては，やり方を示し
ていくこと
このような方針でやっていく中で， Yが様々なことに
対しても不安をもたずにやってみるカを身につけていく
ことが狙いであった。
その結果，第1回目の失敗時，激しい不安を示して泣
いたYは，第2回目では円住さしを間違いながらも自
分で訂正しながら完成させ，自ら棚に片付けることがで
きた。また，スポイドの7]<.移しでは Yは水をこぼす
( 10) 
が， Thと共にタオルを取りに行き“拭く"という方法
を示すことで，再び水移しに戻っている。第4回目では
円柱さしを3つ組み合わせて， 30この様々な円柱をはめ
た。ここでも教具のフェーラーコントロールに支えられ
ながら，大人から誤りを指摘されることなく，落ち着い
て活動できるようになってきている。
方針2については第2回目でロートの水移しを選び，
Thと共にそれを行う。 Yは， Thが行うのをずっと観
察し，自分が行う時には， Thに部分的に助けられなが
らできるようになる。 Yの満足している様子は， “はいっ
た" “できた"という言葉によってよく表現されてい
る。第4回目では，型はめ10こをY自身考えながら，
Thに適度に提示されることによって， うまくはめてい
くことができるようになった。
このように Thがたてた Yに対する 2つの方針によっ
て， Yの自発性は順調に育っていったが， しばしば Fa
やMoに中断されることとなった。それがもっとも明
らかだったのは，第4回目である。この回での Faや
MoとThとの話し合い，およびその効果については次
節でふれる。第4回目以降，家での Fa，Moのかかわ
りも変化がみられたと推察できる。それに伴って第5回
目以降Yの活動はさらに落ち着き，興味をもった活動
を繰り返し行うことが急増している。同じことを繰り返
し行うなかでその活動がだんだん上手になったり早くなっ
たりするだけでなく，その場面にあう“ことば"もでて
くるようになってきている。そしてなによりも重要なの
は第5回目の Moの報告“Moが近付くと Yがニッコ
りする"と，いうことであろう。また兄ともケンカをした
り.共に遊んだりできるようになっていった。また保育
園でのエピソードも母子関係の定着を感じさせるものと
なった。
2.親カウンセリング
さて，筆者らは“自我の発達を促すような働きかけの
できる親"の育成を目標として親と話し合いを行った。
それについて，セラピー場面では次の2つの過程を要す
ると想定している。
① 親と子のかかわりを観察し，問題点をしぼる時期
② 親の不適切なかかわりをふくむ場面をとりあげ親
カウンセリングを行う時期
以下に本症例を通してこれらの過程がどのように展開し
ていったのかを考察する。
第1過程では，以下のような出来事を適して，親のか
かわりに関する仮説をたてた。第 l回目の水移しでY
が水をこぼして泣く場面では.Fa'ま“Yが泣いた"こ
とより“水がこぼれた"ことにすばやく反応して処理し
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ている。また第2回目では裂はめを上手にやった Yを
Thがほめた場面で. FaはThに対して“ Yは型はめ
は全部できます。"と Yについて説明している。これら
の態度は.FaはYの知的能力の状態をよくとらえて
いるものの.Yの行動に一緒に共感することの少なさ
を示している。また Moにとっても.Yについての般大
の関心は.Yの知的能力をどこまでのばせるか，であっ
た。第 l回目に円柱を滋としてMoをみてはさらに泣く
Yから.YとMoの緊張感を感じた。以上のことから，
本症例では両親がYの知的能力に主関心を示し Yの
気持ちを共感する乏しさに問題があるのではないか，と
仮説をたてた。しかし，第 l過程でThが行った綴に対
するかかわりは，セラピーの場を“ Yが好きな教具を
選んで活動できる湯"として位置づけることの説明のみ
であり、セラピ一局面でのFaやMoのかかわり方につ
いては何の説明や指示も与えなかった。
第2過程では第1i邸宅で仮説をたてた問題に焦点化し
て続にカウンセリングを行った。f91Jえば第4固めでは，
Yが"全部できるはず"の型はめを間違えると，それ
を指摘して訂正させたり，また豆移しでは“ Faにとっ
ては意味のないYの繰り返し"をやめさせた。それに
対してThは. 2つの行動は最初に説明したセラピーの
位置つけと異なっているように感じたので， “いま，な
ぜそのようなかかわりをされたのか考えてみましょう"
とことばをかけた。それに対してFaは， “家でできる
ことが，ここでできないといらいらしたり，ここであた
らしいことが出米るようになってほしいので Yの活動
を止めた。"と述べている。 Faのこれらのことばから，
ThはFaが Thとのかかわりにおいて知的な防衛を行っ
ていることを認識した。つまり Faは子どもの発達を
知的発達のみに切り離して考え，親子関係を含んだ相E
関係の中での子どもの発達としてとりあげていないこと
が明らかとなった。(つまり第 l過程でたてたThの仮
説とずれがなかったと確かめられた。)そこでThは観
の中のまだ開発されていない側面，すなわち感情的側面
に働きかけるために. Th自身がYとの関係、の中で得た
感情を Faに返していった。例えば，“活動を繰り返し
行う時にみせる Yの満足そうな表情をみて. Thはた
いへん鰭しく思った、"と(微細運動の敏感期)。この
ようなYの活動から触発された Thの自然な感情を親
に語り続けることをカウンセリングの当面のポイントに
した。
Thとの話し合いによって，両親は Yの知的側面だ
けでなく，感情的側面にも目をむけるようになったと推
察できる。第5回目以降セラピーはとても和やかな雰図
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気になり，それに伴い Yは閉じことを何度も何度も繰
り返すことが地え，非常に集中して活動するようになっ
た。また FaはYの活動を中止させることもなくなっ
た。また両親との話し合いの場商でも対人関係について
の報告が聞かれた。第5回目には“兄とけんかをすると
すねる。 Moが近付くと Yがニコッと笑う"第6回目
の“保有闘でMoと離れるとしばらく遊ぶが，ハッと
した表情で傑し泣くこともある"などである。
以上実例を通して. 2つの過程をJt察してきた。筆者
らのセラピーの最大のポイントは. Thがセラピー中に
気付いた問題をどのように親に伝えていくかである。ひ
とつの方法として Thの気付きそのものを指示的に伝え
ていく方法もある。しかし筆者らはそのような立場をと
らない。市省らの方法では，親自身が“なぜそのような
行動をとったのか"を問うことにより，親自身が，意識せ
ずに行った行動の意味を考える機会をうえる。こうする
ことによって親自身は自分を振り返る機会(内省)をも
っ。親自身がThに内界を語り，言語化していくことに
よって.Thもまた親に対しでもっていた思い込みを修
正する機会をもっ。そして規は自分の行動の意味を洞
察することが可能になり. Thもまた級の人絡をより深
く盤解することができると考える。このような考えに基
づいて. さまざまな発達障害をもっ子どもと親のセラピー
をさらに実践していきたいと考えている。
〈要 約〉
Montessori教育は20世紀初期.イタリアの女医
:vIaria Montessoriによって開発された教育法である。
筆者らはこの方法を用いることによって，発達障害児と
その家族に有効なセラピーが可能であると考えている。
Montessoriは，子どもの発達にとって適切な環境
を大人が準備することを強調した。その条件として教具
などによって鐙えられた部屋，消械的教師をあげている。
教具の特徴は手を動かし，体験していく感覚教具が基礎
となっており，また，自分で誤りに気付けるように工夫
されている。消栂的教師の役割とは，子どもの自発的活
動を観察し，必要以上の介入をしないことである。この
ような環境において，子ども遥は繰り返し作業を行い集
中することで，心が正常化されていくと考えられた。障
害児に発織があった彼女の教育方法は後に鍵常児に広め
られていった。
その方法をもう一度障害児を対象に用いたのは. T. 
Hellbruggeであった。彼はこの教育法の中で，子ども
チども関係を重視した。つまり，ひとりひとりの子ども
が活動し.それをお互いに観察し，教え合う点である。
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それによって子どもは社会性を身につけ障害児と健常児
の統合教育が可能になると考えたのである。彼はすでに
20年余りにわたり，ミュンヘンで0-18歳までの統合教
育を行っている。
さて筆者らは，この方法を用いて，発達障害児とその
親に対する有効なセラピーが可能である，と考える。こ
こでの目的は“子どもの自我の発達を促すような親"と"
自発的な活動をする子ども"の育成である。セラピ一場
面で親は参加するか，観察する。つまり，親，子，セラ
ピストは，閉じ場面を体験する(親子同時セラピー)。
そして親とセラピストはお互いの子どもに対するかかわ
りのずれについて話し合うのである。 ここでセラピスト
は親に“ ~のようにしてください"とかかわり方につい
て指示を与えない(非指示的療法)。あくまでもずれを
話し合うことで親の気付きを待つのである(親の自己洞
察)。このことはセラピストは親に対しでも介入せずに
観察するという Montessori教育の原則を用いている
のである。以上の考え方に基づいて実践している治療例
を本文に示した。
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Zusammenfassung 
Die Montessori Padagogik ist eine Padagogik， die von Maria Montesori (Italienerin) im Anfangs 20Jh entwiklt 
werden ist. Die Forscher glauben， da品damitder Beginn fur die efektive Therapie fur die behinderte Kinder und ihre 
Familien gelegt worden ist. 
Montessori hat betont， das die Umgebung fur die Kinder sehr wichtig ist. Die vorbereitete Umgebung bedeutet; 
ein gemutliches Zimmer， Montesori Materialien， ein(e) ausgebildet(e) Lehrer(in). Die Role des Lehrers ist die Kinder 
zu beobachten， und die freie Aktivitat der Kinders zu fordern. Die Montessori-Padagogik， die anfangs fur behinderte 
Kinder ausgedacht worden ist， ist spater flir normale Kinder adaptiert worden. 
Der Mann， der diese P語gadogiknoch mal flir behinderte Kinder adaptiert hat， istTheoder HeLlbrugge. Er hat Jnteg-
ration-Schulerziehung mit MontessorトMethodegemacht. Sein Schwerpunkt ist die Beziehung zwichen Kinder (be-
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hindertc Kinder u. normale Kinder)， und der gemainsame Unterricht mit Montessori Material. Dadurch lernen die 
Kinder ihre soziale Fachgkeit zu entwickeln. 
Die Forscher glauben， da品 wirdie effective Therapie fur behind巴rteKinder und ihre Familien mit Montessori 
Methode machen k凸nnen. Der Vorteil dieser Therapie ist， da品dieEitern daran teilnehmen oder beobachten k凸nnen，
und das dic Thrapeut den Eltern keine Anweisung geben目 W詰hrendwir (Eltern， kind， Therapeut) die Therapie machen， 
mussen die Eltern serbst wic gut sich die Kinder verhalten merken. Wir haben im Wortlaut ein konkrcte Beispiel gezeigt. 
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